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４

そ
の
他
の
規
律

債
権
執
行
事
件
の
終
了
に
関
す
る
規
定

金
銭
債
権
を
差
し
押
さ
え
た
差
押
債
権
者
が
金

銭
債
権
を
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
日
か
ら
長
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
は
、

執
行
裁
判
所
が
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
差
押
命

令
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
五
五
条
第
五
項
〜
第
八
項
関
係
）

２

不
動
産
競
売
に
お
け
る
暴
力
団
員
の
買
受
け
防
止

暴
力
団
員
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
等
の
陳
述

不
動
産
競
売
に
お
け
る
買
受
け
の
申
出
は
、
買

受
け
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
暴
力
団
員
等

（
暴
力
団
員
及
び
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
日
か

ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者
）
に
該
当
し
な
い
こ
と

等
を
陳
述
し
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

に
対
す
る
罰
則
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
五

条
の
二
及
び
第
二
一
三
条
第
一
項
第
三
号
関
係
）

売
却
不
許
可
事
由
等

不
動
産
競
売
に
お
い
て
、
最
高
価
買
受
申
出
人

が
暴
力
団
員
等
に
該
当
す
る
こ
と
等
を
売
却
不
許

可
事
由
と
す
る
こ
と
と
し
、
執
行
裁
判
所
が
原
則

と
し
て
そ
の
判
断
の
た
め
に
必
要
な
調
査
を
都
道

府
県
警
察
に
嘱
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
六
八
条
の
四
及
び
第
七
一
条
第
五
号
関

係
）

３

子
の
引
渡
し
の
強
制
執
行

子
の
引
渡
し
の
強
制
執
行
の
方
法
及
び
要
件

子
の
引
渡
し
の
直
接
的
な
強
制
執
行
は
、
執
行

裁
判
所
が
決
定
に
よ
り
執
行
官
に
子
の
引
渡
し
を

実
施
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の

強
制
執
行
の
申
立
て
は
、
間
接
強
制
に
よ
る
強
制

執
行
を
実
施
し
て
も
、
債
務
者
が
子
の
監
護
を
解

く
見
込
み
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
き
等
に

該
当
す
る
と
き
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
関
係
）

執
行
官
の
権
限
等

執
行
官
が
債
務
者
に
よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た

め
に
必
要
な
行
為
を
行
う
た
め
に
は
、
原
則
と
し

て
債
権
者
が
執
行
場
所
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
す

る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
執
行
官
が
債
務
者
に

よ
る
子
の
監
護
を
解
く
た
め
に
必
要
な
行
為
と
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
行
為
の
内
容
に
関
す
る
規

定
等
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
五
条
関

係
）執

行
裁
判
所
及
び
執
行
官
の
責
務

執
行
裁
判
所
及
び
執
行
官
が
、
子
の
引
渡
し
の

直
接
的
な
強
制
執
行
の
手
続
に
お
い
て
子
の
引
渡

し
を
実
現
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
子
の
年
齢
及
び

発
達
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
、
で
き
る

限
り
、
当
該
強
制
執
行
が
子
の
心
身
に
有
害
な
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
六
条
関
係
）

〔
法

律
〕

〇
民
事
執
行
法
及
び
国
際
的
な
子
の
奪
取
の

民
事
上
の
側
面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
二
）

〇
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
三
）

〇
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
四
）

〇
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
五
）

〇
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
六
）

〇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
七
）

〇
大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る

法
律
（
八
）

〔
政

令
〕

〇
電
気
通
信
事
業
法
及
び
国
立
研
究
開
発
法

人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
（
四
）

〇
電
波
法
施
行
規
則
第
六
条
の
二
の
三
の
規

定
に
基
づ
き
同
条
に
規
定
す
る
総
務
大
臣

が
別
に
告
示
す
る
条
件
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
同
二
一
）

〇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
中
華

人
民
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
効
力

発
生
に
関
す
る
件
（
外
務
一
三
）

〇
平
成
三
十
年
五
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
日

ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災

害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に

対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る

政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
五
）

〇
計
量
単
位
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
六
）〔

条

約
〕

〇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
中
華

人
民
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
一
）

〔
省

令
〕

〇
電
波
法
施
行
規
則
及
び
無
線
局
免
許
手
続

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令（
総
務
七
）

〇
国
土
交
通
省
・
文
部
科
学
省
関
係
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則（
文
部
科
学
・
国
土
交
通
一
）

〇
飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
成
分
規
格
等
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
農
林
水
産
二
）

〔
告

示
〕

〇
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
内

閣
府
本
府
所
管
の
補
助
金
等
の
交
付
に
関

す
る
事
務
の
一
部
を
都
道
府
県
の
知
事
が

行
う
こ
と
と
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
内
閣
府
六
）

〇
外
国
の
無
線
局
の
無
線
設
備
が
電
波
法
第

三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
に
相
当
す
る
技

術
基
準
に
適
合
す
る
事
実
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
総
務
二
〇
）

◇
民
事
執
行
法
及
び
国
際
的
な
子
の
奪
取
の
民
事
上
の
側

面
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
法
律
第
二
号
）（
法
務
省
）

一

民
事
執
行
法
の
一
部
改
正
関
係

１

債
務
者
の
財
産
状
況
の
調
査

財
産
開
示
手
続

財
産
開
示
手
続
の
申
立
て
に
必
要
と
さ
れ
る
債

務
名
義
の
種
類
を
見
直
し
、
金
銭
債
権
に
つ
い
て

の
強
制
執
行
の
申
立
て
に
必
要
と
さ
れ
る
債
務
名

義
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
種
類
の
債
務
名
義
に
つ

い
て
も
、
財
産
開
示
手
続
の
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
財
産
開
示
手

続
に
お
け
る
手
続
違
背
に
対
す
る
罰
則
を
強
化
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
七
条
第
一
項
並
び
に
第

二
一
三
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
関
係
）

第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続

執
行
裁
判
所
が
、
金
銭
債
権
に
つ
い
て
執
行
力

の
あ
る
債
務
名
義
を
有
す
る
者
等
の
申
立
て
に
よ

り
、
登
記
所
、
市
町
村
等
、金
融
機
関
等
に
対
し
、

債
務
者
の
有
す
る
不
動
産
、
給
与
債
権
、
預
貯
金

債
権
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
命
ず
る
手
続
を

新
設
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
手
続
の
管
轄
、
申
立

て
の
要
件
、
情
報
の
提
供
の
方
法
、
事
件
の
記
録

の
閲
覧
等
の
制
限
、
情
報
の
目
的
外
利
用
の
制
限

等
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二

〇
四
条
〜
第
二
一
一
条
及
び
第
二
一
四
条
関
係
）
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